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１．2014 年度 理工学術院総合研究所 報告書概要 

 理工学術院総合研究所（以下、総合研究所と略）は、社会との連携を図りつつ、学際研究を含む理工

学の基礎およびその応用に関する研究を有機的かつ効率的に推進するため、材料技術研究所、および理

工学研究所の 2 つの研究所を置いている。その他、①研究重点教員に関わる事項、②若手研究者育成事

業（アーリーバードプログラム）③産業界との交流活動（先端研究交流室/WINeST 先端研究者交流会）、

④研究成果広報活動（サイエンスギャラリー）等、総合研究所が中心となって実施している研究支援活

動もあり、本報告書では、2014 年度に実施したその活動の概要について報告する。 

 

２．総合研究所体制 

 任期満了に伴い、総合研究所所長が中川義英教授（社工）に代わり、木野邦器教授（応化）が就任し

た。これまでの経緯を踏まえつつ、新体制の下、次の４つの課題を掲げて運営していく。 

 

①本学における理工総研の役割（期待される点）と位置づけの明確化 

②人材育成における継続性・柔軟性のある戦略的支援と強化 

③多様なステージにある研究の支援と育成 

④研究資源（ヒト・モノ・カネ）の効果的な投資と活用（ルールの見直し） 

 

 

 

 

 

３．研究重点教員 

 流動研究員（研究重点教員）制度は、当研究所の戦略に即して、学部・研究科と総合研究所間の教員

の流動化を促し、研究の活性化を図るべく、流動研究員制度の中に位置づけられ、理工学研究所および

材料技術研究所で実施されている。 

３．１ 研究重点教員２期審査 

2014 年度は、2015 年 3 月で 1 期目が終了となり 4 月から 2 期目を希望する研究重点教員（戦略枠外 3

名）に対する 2 期審査を、外部委員を含む研究重点教員選考委員会により実施した。 

 研究重点教員 2 期審査の実施状況（表 1）と、2 期目嘱任者（表 2）を以下に示す。 

 

表 1．研究重点教員 2 期審査 実施状況 

日程 実施状況 

2014 年 4月 28 日 第 1 回 研究重点教員選考委員会 

 書類審査 

5 月上旬 持ち回り審議 

5 月 15 日 材研運営会議（審議） 

5 月 22 日 総研運営委員会（審議・承認） 

6 月 11 日 部科主任会（報告） 

【総合研究所新体制】 

総合研究所長：木野邦器（理工研所長兼務・応化） 

同副所長：小山泰正（材研所長・電光）、小林哲則（通信）、中井浩巳（化学）、戸川望（通信） 
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表 2．研究重点教員 2 期目 嘱任者 

 氏 名 所 属 研究クラスター 

戦略枠外 大木 義路 電気・情報生命工学科 材料技術研究所 

戦略枠外 川原田 洋 電子光システム学科 材料技術研究所 

戦略枠外 菅原 義之 応用化学 材料技術研究所 

                               以上3名  2015年4月1日付 

 

なお、研究重点教員（戦略枠・枠外）のうち、理工研 ・戦略枠外の中川 武教授が定年退職に伴い 2014

年 3 月をもって解任となった。 

 

３．２ 現・専任研究員用運用内規改正 

 「現・専任研究員用運用内規」のうち、研究重点教員(戦略枠)任期終了後の研究スペース、機械器具予

算や、理工学術院戦略枠の人事の扱い等については不明瞭であったことから、任期後の義務・権利およ

び所属学科・専攻の義務・権利について明確にするための内規改正を行った。 

 

 

４．アーリーバードプログラム（若手研究者育成支援事業） 

 当該プログラムは、分野の異なる若手研究者同士が、出会い、また交流することで、新たな研究テー

マに挑戦することを目的とする若手研究者のための支援プログラムである。一人につき、年間最大 80 万

円の研究助成金が付与され、自分自身の研究活動を推進するほか、異分野の研究を知ることであらたな

テーマを見つけ、ボトムアップ型の新しい研究が生まれることにも期待したものである。 

 

４．１ 公募と採択  

 当該プログラムは今年度で 4 期目を迎えた。公募と採択に関する概要を表 3 に示す。今年度から、公

募の範囲を広げたことから、応募者が過去最大に多い 62 名となった。総合研究所執行部 5 名による書類

選考を経て、研究分野や研究歴の異なる 16 名を採択した。採択者と研究課題については表 4 の通り。 

 

表 3．アーリーバードプログラムの公募と採択の状況 

公募期間 2014 年 4月 1日～4月 25 日 

公募人数 10 名程度 

応募者数 62 名 

採択者数 16 名 
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表 4．2014 年度アーリーバードプログラム採択者と研究課題一覧 

名前 資格/学年 課題名 

市川 雄一 次席研究員 
出芽酵母人工ミニ染色体を用いたヒトのテロメア領域特異的な

ヌクレオソーム形成機構の解明 

植村 あい子 助手 FPGA ﾎﾞｰﾄﾞを用いた音響特徴量の分析と和音認識ｼｽﾃﾑの構築 

宇留野 彩 博士後期課程 1年 近接昇華法による AgGaTe2 太陽電池構造の作製 

梶原 千里 助手 災害対応に向けた地域における事業継続計画の立案方法の開発 

○久保 百合香 博士後期課程 1年 
磁場中２次元正方格子反強磁性体の熱・スピンの輸送特性と、非

線形相互作用のスピン波理論に基づいた研究 

酒井 求 
博士後期課程2年/

助手 
ゼオライト膜を用いた省エネルギー型 CO2 分離技術の開発 

坂上 和之 次席研究員（助教） 
非破壊物質特定検査のための傾き制御電子バンチによるコヒー

レントテラヘルツ光の発生 

俵 直弘 博士後期課程 3年 ｾｸﾞﾒﾝﾄ内の構造を考慮したｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞ手法に関する研究 

中嶋 裕也 博士後期課程 1年 
高精度かつ効率的な相対論的量子化学計算に基づく分子物性お

よび熱力学量計算法の開発 

中須 大蔵 博士後期課程 1年 
電気光学効果によるテラヘルツ波検出素子応用に向けた MBE 法

によるサファイア基板上への大面積高品質 ZnTe 薄膜の作製 

橋本 健二 
理工研が募集する

次席研究員 

人間とロボットの社会的インタラクションを目指した笑いの定

量化システム構築とロボットによる笑わせ刺激 

○堀越 直樹 
理工研が募集する

次席研究員 
ヌクレオソームを用いた高分解能 X 線結晶構造解析技術の確立 

矢田部 浩平 博士後期課程 1年 
光を用いた音響測定における二次元投影データからの三次元情

報復元 

○吉田 彬 
博士後期課程3年/

助手 
家庭用エネルギーシステムの最適機器構成に関する研究 

和田 丈慶 博士後期課程 2年 
再生医療を目指した間葉系幹細胞における光駆動性エネルギー

産生システムの構築 

○渡辺 貴文 次席研究員 
CTガイド下穿刺支援RTのためのマルチモーダルイメージング技

術の開発 

〇幹事 
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４．２ 活動報告 

（１）定例会 

 前期はメンバー間の研究紹介を、後期は研究やキャリアに関するテーマ①「研究推進」、②「キャリア

パス」についてディスカッションを行い、研究活動からでは得られなかった気づきなど、これらの活動

を通じて、研究者としての視野を広げることができたようである（表 5）。 

 

表 5．2014 年度アーリーバード活動概要 

日程 活動内容 

2014 年 6 月 6 日 説明会、顔合わせ 

6 月 20 日 第１回定例会 研究紹介①（市川、久保、酒井） 

6 月 27 日 第２回定例会 研究紹介②（植村、宇留野、梶原） 

7 月 4 日 第３回定例会 研究紹介③（坂上、俵、中嶋） 

7 月 18 日 第４回定例会 研究紹介④（中須、橋本、堀越、矢田部） 

7 月 25 日 第５回定例会 研究紹介⑤（吉田、和田、渡辺） 

10 月 3 日 第６回定例会 理工総研所長挨拶 後期活動検討 

10 月 17 日 第７回定例会 ディスカッション「外部資金獲得」 

外部資金獲得実績のあるメンバー（坂上、橋本、渡辺）が自己の経験等を発表 

11 月 6 日 「JAXA 見学会」 

JAXA 相模原キャンパスにて、JAXA 研究紹介、意見交換、施設見学。 

メンバー6 名を含む 12 名が参加 

11 月 14 日 第８回定例会 ディスカッション「キャリアパス」 

アーリーバード OB（2011、12 年度）で、医療ベンチャー企業にご勤務の八

木高伸氏（イービーエム(株)）による、キャリア選択についての講演、討論 

   

12 月 12 日 第９回定例会 ディスカッション「研究倫理」 

土田友章先生（本学人間科学学術院教授）による、研究倫理に関するご講演 
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12 月 24 日 「産業技術総合研究所イノベーションスクール意見交換会&施設見学会」 

前年に引き続き 2 回目の実施。 

EB メンバー10 名、産総研の若手研究者 18 名が参加 

2015 年 1 月 9 日 第１０回定例会 勉強会「高等研究所①」 

高等研究所 折原芳波先生、須賀健雄先生による海外留学、外部資金獲得経験、

他大学の研究環境等に関するご講演 

   

1 月 23 日 第１１回定例会 勉強会「高等研究所②」 

高等研究所 杉森絵里子先生、滝沢研二先生によるご講演 

 

（２）成果報告会 

 2015 年 3 月 10 日（火）に本事業の成果報告会を開催した。本会は昨年に引き続き「理工研が募集す

る次席研究員（以下：理工研次席）」の成果報告会と共同での開催とし、第一部を理工研次席の成果報告、

第二部をアーリーバードの成果報告として開催した。アーリーバードの成果報告は以下のような３部構

成とした。 

①ショートプレゼンテーション（1 分間）とポスター発表 

②基調講演 

「研究者として科学史に加わることを目指して」 

先進理工学部 電気・情報生命工学科 胡桃坂 仁志 教授 

③アーリーバード全体の活動紹介および成果報告 

 

多数の学生・若手研究者にご参加いただいたほか、質疑応答も活発に行われ終始盛況のうちに終える

ことができた。また、本会終了後、引き続き理工研次席と合同で懇親会も実施し、研究者間の交流促進

も行った。 
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５．WINeST 先端研究者交流会（産学連携交流活動） 

 産学官連携交流活動として、2012 年 11 月正式に当交流会が正式に発足し、2015 年 3 月現在、21 社

の法人企業（表 6）に参画いただいている。  

 

表 6．WINeST 法人会員一覧 

法人・団体名（全 21 社） 

凸版印刷株式会社           株式会社不二越       株式会社デンソー 

新菱冷熱工業株式会社         日本電気株式会社      株式会社大林組技術研究所 

東京ガス株式会社           横河電機株式会社      日本パーカライジング株式会社 

JX 日鉱日石エネルギー株式会社     ジヤトコ株式会社      株式会社いすゞ中央研究所  

三菱マテリアル株式会社        大成建設株式会社      新日鐡住金株式会社 

鹿島建設株式会社           株式会社小野測器      浜松ホトニクス株式会社 

東レ株式会社             沖電気工業株式会社     独立行政法人都市再生機構 

 

  

 会員のニーズや参加状況を鑑みながら、趣向を変えた企画を検討し、法人会員と、個人会員（本学教

員）とが、交流できる機会を設けた。具体的な活動は表 7 のとおり。 

  

表 7．2014 年度 WINeST の主な活動 

日程 企画 概要 

2014 年 7月 3日 キャリアイベント 

【タイトル】『早稲田理工女子学生の為のキャリアメイ

ク・カフェ』 

【出展企業】大林組、三菱マテリアル 

【概 要】企業の女性エンジニアと本学理工女子学生とが

語り合うカフェタイムを通じて、学生が将来のキャリアに

ついて考えるキャリアイベント 

9 月 30 日 意見交換会 

【タイトル】WINeST 代表交代のご挨拶および意見交換会 

【参加企業】新菱冷熱工業、凸版印刷、三菱マテリアル、

UR 都市機構、横河電機 

【概 要】中川義英教授が任期満了により総研所長及び

WINeST 代表を退任、後任の木野邦器 教授が代表交代の挨

拶をした。その後、会員と本学教職員との意見交換を兼ね

た交流会を実施した。 

10 月 8、9日 キャリアイベント 

【タイトル】早稲田理工学生のための活躍フィールドセミ

ナー 

【参加企業】沖電気、三菱マテリアル、横河電機 

【概 要】学生が将来の活躍フィールドを知り、業界研究

するための情報提供、情報交換の場を提供。 
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12 月 4 日 キャリアイベント 

【タイトル】早稲田理工学生のための OBOG 若手社員何で

も相談会 

【参加企業】NEC、三菱マテリアル 

【概 要】学生がＯＢ・ＯＧに就職に関する相談をし、自

身のキャリア選択の参考にする場を提供 

2015 年 

3 月 3、4、5 日 
キャリアイベント 

【タイトル】早大理工学生のための合同企業説明会 

【参加企業】NEC、大成建設、三菱マテリアル、横河電機 

【概 要】2015 年度就活生を対象とした就職説明会。各業

界をリードする企業が約 70 社参加。 

 

その他、WINeST 会員企業を対象とした研究会として、2013 年度より、「医療ロボット・ICT 研究部

会（研究部会代表者：人間科学部 可部明克教授）」が発足した。ロコモティブシンドローム対策ロボッ

トの実証実験、実用化について、2 か月に 1 度程度の頻度で会合を開催している。WINeST 法人会員の

うち NEC、UR 都市機構、理工研招聘研究員が参加し、2015 年度も継続することが決定している。 

 

 

６．研究交流事業 

理工学術院各教員が代表となり実施している研究交流事業のうち、総合研究上にて展開されている研

究会は表 8 のとおりである。それぞれの研究テーマについて会合、講演会等が定期的に開催されており、

活発な活動が行われているとの報告を受けている。 

2015 年度からは、新たに１研究会が発足予定となっており、設置についてはガイドライン委員会にて

既に承認が得られている。 

 

表 8. 総合研究所受け入れの研究交流事業 

代表者 研究会名 参加企業等 

嘉納 成男（建築） 次世代建設産業モデル研究会 新菱冷熱等（約 20 社） 

大聖 泰弘（環境・ｴﾈ） モビリティ研究会 ダイハツ、日産等（約 60 社） 

古谷 誠章（建築） 森が学校研究会（2015 年度設置予定） 岡村製作所等 

 

 

７．研究成果広報・アウトリーチ活動 

７．１ サイエンスギャラリー 

 理工学術院の研究成果を常時紹介するスペースとして、55 号館 S 棟 1 階にサイエンスギャラリーを設

置し、ポスター展示等を行っている（企画、管理、運営は㈱早稲田総研イニシアティブに委託）。ポスタ

ーに限定せず、動画コンテンツの公開や研究成果物（サンプル）の展示など、多くの方に関心をもって

見学していただけるように工夫もおこなった（表 9）。  

なお、当該室はスペースの都合により 2014 年度をもって一旦閉室するが、以後、63 号館情報ギャラ

リーへの集約を検討している。 
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表 9．サイエンスギャラリー展示内容 

展示時期 展 示 内 容 展示物 

2014 年 

4 月～6月 

アーリーバードプログラムの紹介 
ポスター 

（プログラムの沿革・組織について／研究員の紹介／研究成果） 

6 月～1月 

TWIns の紹介   

（１）施設紹介（沿革、施設概要等）  動画 

 

 

 

 

（２）研究者紹介（16 名） 

ポスター 

・梅津 光生（総合機械工学科） 

ドライラボによる医療機器の医工学的研究とレギュラトリーサイエンス  

・高西 淳夫（総合機械工学科） 

ヒューマノイドロボット技術の医療応用  

・藤江 正克（総合機械工学科） 

臓器ダイナミクスに基いたヘルスケアロボットの研究  

・朝日 透（生命医科学科）   

物質の左右性（キラリティ）を識別する手法の開発と 

その学際的研究への応用  

・井上 貴文（生命医科学科）  

神経細胞の情報処理機構の解明  

・大島 登志男（生命医科学科） 

神経発生関連遺伝子の個体レベルの分子生物学的解析  

・合田 亘人（生命医科学科）  

低酸素応答が拓く新しい代謝疾患制御  

・佐藤 政充（生命医科学科）  

減数分裂における微小管による染色体分配機構の解明  

・仙波 憲太郎（生命医科学科） 

ポスター 

がん細胞の特性を制御する遺伝子の探索と機能解析  

・武岡 真司（生命医科学科）  

ナノ医療や生命医科学の進歩に貢献するバイオマテリアルの研究  

・武田 直也（生命医科学科）  

バイオマテリアルとマイクロ・ナノバイオテクノロジーによる細胞

操作および生体組織工学への応用  

・竹山 春子（生命医科学科）  
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マリンバイオテクノロジー：海洋生物資源からの有用物質の探索と

利用を目指して 

・常田 聡（生命医科学科）     

複合微生物系の機能解明と構造制御  

・伊関 洋（共同先端生命医科学専攻）     

医療機器・システム開発  

・岩﨑 清隆（共同先端生命医科学専攻） 

革新的医療技術の臨床応用と普及のための非臨床評価法の進展  

・澤村 直哉（先進理工学専攻） 

精神神経疾患発症の分子メカニズムの解明  

（３）展示物 

・世代型人工心臓『エバハート』 （梅津研究室） ショーケース 

・『ナノシート』 （武岡研究室） 

 

７．２ 早稲田理工 PLUS 

 理工研から発行している、研究広報ムック誌「早稲田理工 PLUS2015」において、総合研究所の活動

のうち、若手研究者支援事業アーリーバードの取り組みを紹介したほか、WINeST 会員企業から、三菱

マテリアルおよび大林組にご協力をいただき、本学理工 OG のエンジニアの皆さんのご活躍について紹

介した。ご協力いただいた企業からも、企業広報また社会へのアピールの観点からから大変好評いただ

いており、次号以降も引き続き掲載する予定である。 

以上 


